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肝炎に伴う皮膚掻痒感について 
肝炎は発症原因によって特徴が異なり、また感染経路もさまざまです。前半は肝炎医療

コーディネーターである看護部 辻より、少しでも参考になればと思い解説します。 

○肝炎とは 
肝炎はまず、水や食物など口を経由して感染するＡ型肝炎

ウイルス(汚染された生牡蠣などから感染)とＥ型肝炎ウイ

ルス(猪肉や火の不十分な豚肉摂取などから感染)がありま

す。また母子感染や輸血、針刺し、性交渉などで感染するＢ

型肝炎ウイルス、やはり輸血や針刺しなどで感染するＣ型肝

炎ウイルス、普段飲まれている薬やサプリメントなどから引

き起こされる薬剤性肝炎や、自分の免疫機能が必要以上に自

分を攻撃してしまう自己免疫性肝炎、など肝炎には様々あり

ます。急性肝炎では基本的には安静にすることで自然治癒す

ることも多いとされています。 

今回は肝炎があると現れる症状のなかで、皮膚の掻痒感に

ついてです。肝炎からくる掻痒感は、中枢系のかゆみといって皮膚全体に湧き上がるよう

なかゆみが出現します。しかし、アトピー性皮膚炎等と異なり、かゆい部分が全身で皮疹

を伴わないためかゆい部分が不明確であり、カラダ全体がどうしようもない感覚にとらわ

れます。 

 

○どうしたら？       外来で主治医の先生に相談すると、飲み薬や塗り薬を 

処方されて落ち着く場合もあります。しかし、どうしても、

肝炎からくるかゆみは脳が伝えているので、薬でどうにもで

きないことがあります。かゆみがとれなくて、夜眠れなくな

る人もいるかもしれません。 

そんなとき、薬以外でできることとして、かゆみが強い 

部分は冷やしてみましょう。血行がよくなると体温が上がり

かゆみが増します。ですので、お風呂も熱いお湯に浸かるの

ではなくぬるめのシャワーを浴びるだけにするとよいと思

います。シャワー後には皮膚から水分が蒸発して乾燥してし

まう前に保湿をしましょう。乾燥すると痒くて引っ掻いてし

まい、傷ができて痛みも伴うかもしれません。無意識に掻い

てしまうこともあり、爪は短く整えておきましょう。                           

(看護部 辻) 

新型コロナ感染症(COVID-19)と生活習慣 
「新しい生活様式*」のため、皆さんの生活習慣にも変化がもたらされているのではない

でしょうか。栄養部 村越より、次ページで肝臓病とコロナ禍の生活習慣について考えて

みたいと思います。 
*「新しい生活様式」https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000641743.pdf 

 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000641743.pdf


○肝臓病（肝硬変）と排便コントロール  

腸では、腸内細菌が中毒性物質であるアンモニアを産生し、アンモニアは体内に吸収さ

れ血液中の濃度が高まります。便秘が続くとアンモニア量も増え、肝硬変のある方は肝臓

で処理できなくなります。 

便秘の改善にはタイミングも大切ですが、最近はおうち時間が増え、生活時間にゆとり

ができ、トイレへも行きやすくなっているのではないでしょうか。 

また、ストレスは交感神経が活発になり腸の働きが低下しますが、リラックスして副交

感神経が働くと、腸の活動は活発になります。そのため、充分な睡眠（リラックス）と 

朝食を食べて腸を刺激する習慣は、「新しい生活様式」に適っています。 

○肝臓病と飲酒 

おうち時間が増えて飲酒量は変わりましたか？“仕事帰りに一杯”がなくなり節酒とな

った方、“帰る心配がない”“早い時間から飲める”ので増えた方、さまざまでしょう。 

スーパーへ行ってみると、缶酎ハイはアルコール 3～4%のものから、アルコールの高さ

を売りにした 9%程度のストロングタイプまで販売されています。日本酒も 5%程度の低アル

コールのものから、20%のものもあります。 

「適度な飲酒」は、純アルコールで 1日約 20g程度。女性や高齢者はこの量より少なく、

1/2～2/3程度が適当と言われています。ざっくりと 1日 1合ではなく、純アルコール量を

確認してみましょう。男性で１日当たり純アルコール 10～19ｇ、女

性では１日当たり 9g までが最も死亡率が低く、１日当たりのアル

コール量が増加するに従い、死亡率が上昇するという研究もありま

す。 

アルコールの解毒は肝臓で行われます。「適度な飲酒」の量に配

慮し、禁酒が必要と言われている方は守りましょう。 

 

 

（栄養部 村越） 

ホームページ上での計算サイトもありますが、酩酊しないように気を付けましょう。

https://www.suntory.co.jp/arp/alcohol_calculation/  
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純アルコール量（g）＝  量（ml） × アルコール度数 (％/100) × アルコール比重 0.8  

例）缶酎ハイ（9% 500ml）を飲む場合、純アルコールは 36g です 

純アルコール量 36 g＝  量 500ml  × アルコール度数 0.09  × アルコール比重 0.8  

https://www.suntory.co.jp/arp/alcohol_calculation/

